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専攻科生の研究活動 

 
■専攻科生が軽金属学会「優秀講演賞」受賞 

平成２１年７月４日（土）に第１回軽金属

学会中国四国支部講演大会が愛媛大学で開催

され、全２４件のうち、弓削商船高専からは

２件の発表が行われた。本校専攻科生産シス

テム工学専攻１年大出明慶君が、｢非比例変形

を受けた AZ31 合金板の成形限界予測｣につ

いて講演し、社団法人軽金属学会中国四国支

部より、講演内容等が極めて優秀で軽金属に

関する学術分野の進歩に寄与するところ多大

であるとの理由で優秀講演賞を受賞した。

 

 

専攻科行事の報告 

 
■専攻科英語キャンプ 2009－夏季集中・少人

数形式で英語運用能力向上を目指して－ 

「専攻科英語キャンプ 2009」が本校専攻科

１年生 12 名を対象に７月 27 日（月）～31 日

（金）に実施されました。専攻科英語キャン

プは専攻科学生の英語学習に対するモチベー

ションの向上、TOEIC のスコアアップを目的

としており、2006 年度に「専攻科学生の英語

力向上のための English 集中レッスン」と題

して試行的に実施して以来、毎年春季または

夏季の長期休暇中に実施してきました。 

 
今年度はアーク外語学園より Terri 

Malinski 先生, Aaron Scott 先生, Joel 

Winfield先生, Matt Winfield先生をお迎えし

て、少人数グループでの実践英会話練習を行

いました。その他、本校英語専任教員による

TOEIC 対策授業、英語での Power Point スラ

イド作成実習、最終日には学生が一人ずつ英

語でのプレゼンテーションを行いました。   

学生達は旅行、研究、趣味など各自興味の

あるテーマを設定して、工夫を凝らしたスラ

イドを作成し、内容的にも充実した発表会と

なりました。 

 
 初日と最終日に実施した英語能力判定テス

ト（財団法人日本英語検定協会）の結果、最

終日実施の平均が 386.8 点（570 点満点）で、



初日実施の平均346.8点に比べて平均40点向

上し、また 12 名全員がスコアを向上させまし

た。特に英文読解、リスニングの分野におい

て短期間での得点向上がみられました。また、

最終日に実施したアンケートでは、「英会話が

楽しくなってきた」「TOEIC を受験してみよ

うと思う」など、数多くの前向きな感想が寄

せられました。 

 

英語は就職にも大学院進学にも必須です。

今後も学生が TOEICなど自ら目標を掲げて、

継続して英語学習に励むことを期待していま

す。 

 

 
■専攻科実務者会議の報告 

9 月 10～11 日の 2 日間、全国高等専門学校

専攻科実務者会議が大島商船高等専門学校主

催で行われました。そこで会議の要旨につい

てご報告します。会議の議題は大きく分けて

3 つのテーマについて議論されました。 

一つ目は「中央教育審議会の答申および専

攻科の現状の問題点と将来像について」です。

専攻科の現状の問題点については、過密なカ

リキュラム、予算低下、入学生の質、設備の

老朽化、教員の多忙など、各高専の抱える問

題点についての多くの報告がなされました。

中央教育審議会の答申と専攻科の将来像につ

いては、中教審おいて、本科の再編、新分野

への展開と連動する形で、専攻科の設備充実

高度化を図る必要があると答申されています

が、現在、専攻科の運営に当たっては、社会

的ニーズ、地域ニーズに基く高度化再編を模

索することが求められており、地域ニーズと

は何か、地域貢献とは何なのか、あまりに抽

象的な表現であり、今後、地域の各高専の実

情に応じた専攻科の方向性を検討する必要が

あるのではないかと言う議論がなされました。 

二つ目は「大学評価・学位授与機構および

日本技術者教育認定機構との連携について」

です。大学評価・学位授与機構との連携につ

いては、学修成果レポート、学位授与機構の

審査についての問題点が報告され、審査の時

期、回数、不合格者への情報開示等の改善点

について、高専機構を通じて申し入れをして

行こうと言うことになりました。JABEE につ

いては、国内において社会的に認知されてお

らず、JABEE 自体が広報活動を行うよう求め

ていくことを確認しました。またエンジニア

リング教育の現状について実施校より報告が

ありました。 

三つ目は「専攻科の対外連携について」で

す。各高専より国内外連携についての報告が

なされました。加えて高専機構より、連携に

ついて今後支援をしていくと言う理事からの

意見がありました。 


